
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 皆さんは「Ｘ橋」をご存じですか？？ 

「Ｘ橋」とは現宮城野橋の通称で、広瀬通りから二十人町通をむすぶ東西交流の

架け橋のことです。Ｘ橋の詳細な歴史等につきまして、興味のある方は図書館まで

どうぞ。 

クロップス親和会主催の仙台市文化遺産活性化事業「Ｘ橋物語」連続講座に昨年

度参加をさせていただきました。当館でもチラシを配布していて、第 2 シーズンが

終わったばかりです。 

恥ずかしながら熊谷達也/著『いつかＸ橋で』程度の知識しか無かった私にとっ

て、その場で語られる「Ｘ橋」の当時の姿や、地域住民の生活、空襲体験、街の近代化など、様々なヒストリーが

生の声で聴けたことは、何ものにも代え難い体験となりました。 

その講座に参加した際にいただいた貴重な資料が、今回紹介する中野祐基/作『Ｘ橋物語』です。名掛丁、元寺小

路（現青葉区中央）の戦前昭和初期～平成までのＸ橋周辺についての内容を物語風にまとめたものです。 

仙台市図書館に所蔵が無かったので、いただいたときは大変に感激し、手元にある連続講座の資料等と一緒に併

せて楽しみました。そして、まだ知らない貴重な地域資料（郷土資料）があることを強く思ったキッカケでもあり

ました。 

仙台市図書館のＨＰ掲載（『仙台市図書館』トップぺージ＞郷土資料＞郷土資料について）と同様の地域資料（郷

土資料）は積極的に収集・保存しています。お心当たりのある方は、ぜひ図書館までご協力をお願いいたします。

また、収集・保存した資料は広く地域の方々に貢献できればと考えておりますので、図書館にどうぞお問い合わせ

ください。 

 

仙台市榴岡図書館 名郷根 静 
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講師としておもちゃコンサルタント・マスターのマミー（mother）氏 

をお迎えし、ペットボトルを使った「ポンポンキャッチャー」を作成 

しました。 

 

令和元年 7 月 30 日（火） 

仙台市生涯学習支援センター 5 階和室 

 

日  時 

会  場 

 
榴岡図書館の日（展示） 

榴岡図書館が開館した 4 月 30 日を記念して、今年も展示などを行いました。榴岡図書館は、昨年度

35 周年を迎え、併せてこれを記念した榴岡図書館の 35 年を振り返るすごろくも作成し、配布しまし

た。また今回も仙台駅東口界隈で活動されている団体の方々にもご協力いただきました。 

· 平成 30 年度に実施した榴岡図書館事業の紹介 

· 平成 30 年度に参加した研修一覧 

· 榴岡図書館 35 年の歩み（すごろく） 

· 読書の木 花いっぱいになぁ～れ 

· 仙台市歴史民俗資料館のポスター展示 

· 仙台駅東口界隈活性化のため活動されている仙台駅東エリア

マネジメント協議会、駅東ガイドボランティアのパネル展示 

期  間 平成 31 年 4 月 26 日（金）～令和元年 5 月 9 日（木） 

展示内容 

 
夏休み子ども工作会 

会  場 パルシティ仙台 1F 展示フロア 

 

     

0 歳児から中学生までを対象にしたこのスタンプラリーも毎年の 

恒例になってきました。本を借りると棒くじが引け、出た数だけ 

スタンプが貯められます。今年のスタンプカードのテーマは、 

『昔ばなし』で行われました。 

 

令和元年 7 月 13 日（土）～9 月 1 日（日） 日  時 

 
夏休み読書スタンプラリー 

第 15 号 

令和元年 9 月 1 日 

 

今度も榴岡図書館は、地域の皆さまに親しまれ、末永く愛される図書館を目指して、スタッフ 

一丸となって取り組んでまいります。榴岡図書館をどうぞよろしくお願いいたします。 

 


